
JPFの活動地域（濃い色の地域）地図

（注１）CHS：被災したコミュニティや人々を支援の中心に置き、人道原則に基づく支援
の実践を促進するため、HAP基準など人道支援に関する主要基準の統合を経て2014年12
月に公表された国際基準。支援の九つのコミットメントと質の基準からなる

た
結
果
、
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
Ｊ
Ｐ

Ｆ
が
創
設
さ
れ
た
。

経
済
界
・
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
３
者
が
対
等
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
連
携
す
る
と
い
う
世

界
に
類
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
組
み
の
も
と
、

国
内
外
で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
事
業
の
三
つ
の
特
徴

Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
事
業
の
特
徴
は
、
迅
速
性
、
専
門
性
、

透
明
性
の
３
点
に
あ
る
。

第
１
に
迅
速
性
で
あ
る
。
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
の
際
に
は
、
発
災
後
３
時
間
で
出
動
を

決
定
。
２
０
２
３
年
の
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
で

は
、
発
災
当
日
に
加
盟
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
初
動
調
査

を
開
始
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
発
災
即
日
に
出
動

を
決
定
で
き
る
仕
組
み
を
持
っ
て
い
る
。

第
２
に
専
門
性
で
あ
る
。
様
々
な
得
意
領
域
を

持
つ
45
以
上
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
加
盟
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
専
門
性
を
持
っ
た
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

災
害
現
場
で
の
支
援
ニ
ー
ズ
は
、
場
所
や
災
害
の

フ
ェ
ー
ズ
な
ど
に
よ
り
大
き
く
異
な
り
、
多
様
で

あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
医
療
・
衛
生
活
動
、
各
種

保
険
や
経
済
支
援
、
水
や
食
料
の
配
布
な
ら
び
に

栄
養
状
態
の
保
全
、
教
育
・
心
の
ケ
ア
、
女
性
・

子
ど
も
・
障
が
い
者
と
い
っ
た
社
会
的
弱
者
へ
の

対
応
、
イ
ン
フ
ラ
や
運
輸
・
物
流
の
復
旧
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
専
門
性
を
発
揮
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
変
化
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か

つ
効
果
的
に
対
応
で
き
る
の
が
Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
優
れ
た

点
で
あ
り
、
全
て
の
活
動
は
、
人
道
支
援
の
質
と

説
明
責
任
に
関
す
る
必
須
基
準︵
Ｃ
Ｈ
Ｓ
︶

（
注
１
）な
ど
に

基
づ
い
て
い
る
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
活
動
と
設
立
背
景

ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム︵
以
下
、

Ｊ
Ｐ
Ｆ
︶は
、
経
団
連
を
中
核
と
し
た
経
済

界
・
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働
に
よ
り
創
設
さ

れ
た
緊
急
人
道
支
援
組
織
で
あ
る
。
２
０
０

０
年
に
設
立
し
、こ
れ
ま
で
に
68
カ
国・地
域

で
２
１
０
０
の
人
道
支
援
事
業
を
実
施
、
そ

の
総
額
は
₈
４
０
億
円
に
及
ぶ︵
２
０
２
３

年
３
月
末
時
点
︶。
２
０
２
２
年
度
は
27
の

国
と
地
域
で
１
₈
４
事
業
を
行
い
、
過
去
最

大
の
事
業
規
模
と
な
っ
た
の
に
加
え
、
約
１

９
４
万
人
に
支
援
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
設
立
は
、
１
９
９
９
年
の
コ
ソ

ボ
紛
争
に
端
を
発
す
る
。
世
界
中
か
ら
コ
ソ

ボ
に
対
し
て
支
援
が
集
ま
る
中
、
当
時
の
日

本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
資
金
力
に
乏
し
く
、
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
、
政
府
は
Ｏ
Ｄ
Ａ︵
政
府
開
発
援
助
︶の

活
用
に
当
た
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
模
索

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
民
間
企
業
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ

︵
企
業
の
社
会
的
責
任
︶と
し
て
人
道
支
援
活

動
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
い
う
課
題
認
識

を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
３
者
共
通
の
課

題
認
識
や
解
決
に
向
け
た
考
え
方
が
一
致
し

助けたい。その想いが集う場所
─ジャパン・プラットフォームの活動

第
３
の
特
徴
は
透
明
性
で
あ
る
。企
業・個
人
の

皆
さ
ま
か
ら
の
大
切
な
寄
付
と
、
税
金
で
あ
る
Ｏ

Ｄ
Ａ
を
お
預
か
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
透
明
性

と
説
明
責
任
を
も
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
申
請
さ
れ
た
事
業
内
容
は
、
外
部

の
専
門
家
に
よ
る
精
査
を
経
て
、
事
業
審
査
委
員

会
で
決
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
事
業
中
お
よ
び
事
業

完
了
時
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
通
じ
て
検
証
し
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
事
業

の
精
度
を
高
め
て
い
る
。
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難
民
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
の
パ
キ
ス
タ

ン
水
害
で
は
国
土
の
３
分
の
１
が
水
没
し
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
被
災
者
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
か
ら
の
難
民
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
危
機
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
国
際
社
会
全
体
が
協
力
し
、

持
続
可
能
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

企
業
と
の
連
携
拡
大
へ
の
期
待

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
、
日
本
で
も
広
く
認
識
さ
れ
、
一
般
の
人
々
も

社
会
問
題
に
目
を
向
け
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。

ま
た
日
本
企
業
の
間
に
も
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
概
念

に
基
づ
い
て
社
会
課
題
に
取
り
組
む
動
き
が
広
が

っ
て
い
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
企

業
は
地
域
や
国
を
越
え
て
影
響
力
を
持
ち
、
そ
の

影
響
力
を
社
会
的
な
側
面
で
も
発
揮
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
は
世
界
中
で
食
料
危
機
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
を
引
き
起
こ
し
、

あ
ら
ゆ
る
問
題
が
相
互

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
再
認
識
さ
せ
る
機

会
と
な
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に

は
、「
貧
困
」や「
飢
餓
」

と
い
っ
た
、
命
に
直
結

す
る
テ
ー
マ
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
企
業
が
具
体

的
・
直
接
的
な
活
動
と

し
て
取
り
組
み
に
く
い

領
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら

に
対
し
、
想
い
を
付
託

さ
れ
活
動
す
る
の
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
番
目
の
目
標
で
あ
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

Ｊ
Ｐ
Ｆ
が
存
在
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
活
動
資
金
は
主
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
寄
付
金

で
あ
る
が
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
は
大
規
模
な
支
援
が
可
能

と
な
る
一
方
、
現
地
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
き
め
細

か
く
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
民

間
資
金
は
そ
う
し
た
弱
点
を
補
う
こ
と
が
で
き
、

双
方
を
あ
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で
大
規
模
か
つ

柔
軟
な
支
援
が
実
現
で
き
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
資
金
の

約
９
割
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
あ
り
、
民
間
資
金
の
獲
得
が

課
題
で
あ
る
。
設
立
以
来
６
０
０
０
を
超
え
る
企

業
か
ら
寄
付
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
る
支
援
を
託

し
て
も
ら
っ
て
き
た
が
、
多
様
化
す
る
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
日
本
か
ら
の
顔
の
見
え
る
支
援
を
届

け
て
い
く
た
め
に
、
さ
ら
な
る
企
業
の
参
画
を
お

願
い
し
た
い
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
は
名
前
の
通
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

あ
り
、
日
本
の
「
助
け
た
い
。
そ
の
想
い
が
集
う

場
所
」
で
も
あ
る
。
企
業
・
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
そ

し
て
個
人
の
思
い
が
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

人
へ
紡
が
れ
て
い
く
。
Ｊ
Ｐ
Ｆ
は
そ
の
場
所
と
し

て
、
皆
さ
ま
と
共
に
、
よ
り
一
層
の
発
展
を
目
指

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

な
お
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、

Ｊ
Ｐ
Ｆ
で
は
発
災
当
日
の
う
ち
に
加
盟
団
体
に
よ

る
緊
急
初
動
調
査
を
開
始
し
、
被
災
地
で
の
支
援

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

世
界
の
人
道
危
機
を
め
ぐ
る
現
状

現
在
、
世
界
中
で
紛
争
に
よ
る
人
道
危
機
が
広

が
っ
て
お
り
、難
民
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。特

に
２
０
２
２
年
２
月
以
降
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に

よ
り
、
世
界
の
難
民
は
初
め
て
１
億
人
を
超
え
た

（
注
２
）。

同
時
に
、
自
然
災
害
に
よ
る
人
道
危
機
も
増
大

し
て
お
り
、
２
０
２
２
年
に
は
パ
キ
ス
タ
ン
水
害
、

２
０
２
３
年
に
は
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
、
モ
ロ

ッ
コ
地
震
な
ど
大
規
模
な
災
害
が
頻
発
し
た
。
自

然
災
害
の
発
生
頻
度
は
、
１
９
７
０
年
代
と
比
較

し
て
約
４
倍
に
増
加
し
て
い
る

（
注
３
）。

こ
れ
ら
の
紛
争
や
自
然
災
害
に
よ
っ
て
最
も
影

響
を
受
け
る
の
が
、
既
存
の
脆
弱
性
を
抱
え
る

人
々
で
あ
る
。
例
え
ば
、
２
０
２
３
年
の
ト
ル

コ
・
シ
リ
ア
地
震
で
は
死
者
が
５
万
人
を
超
え
た

が
、
そ
の
一
部
は
シ
リ
ア
内
戦
か
ら
逃
れ
、
避
難

先
の
ト
ル
コ
で
も
脆
弱
な
立
場
に
置
か
れ
て
き
た
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https://www.unhcr.org/jp/global_trends_2022
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